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刊
行
に
あ
た
っ
て

公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会 

理
事
長　
　

木 

村　

幾
次
郎　

私
ど
も
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
創
設
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
多
く
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
祇
園
祭
山
鉾
行
事
歴
史
資
料
調
査
委
員
会

を
発
足
し
、
五
年
間
を
目
途
と
し
て
、
特
に
多
難
で
あ
っ
た
近
現
代
の
山
鉾
行
事
の
資
料
の
整
理
と
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
矢
先
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い
時
期
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
諸
先
生
方
の
ご
熱
意
に
よ
り
、
山
鉾
連
合
会

は
じ
め
多
く
の
保
存
会
の
保
有
す
る
資
料
の
整
理
調
査
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
資
料
を
大
切
な
教
材
と
し
て
、
先
人
た
ち
の
乗
り
越
え
て
き
た
苦
労
を
教
訓
と
し
つ
つ
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
行
事
を
確

実
に
次
世
代
に
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

五
年
間
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
並
び
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
学
生
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
多
方
面
に
わ
た
り

ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
京
都
市
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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凡　

例

・ 

本
書
は
、
公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
が
令
和
六
年
四
月
か
ら
令
和
七
年
三

月
に
か
け
て
実
施
し
た
、
歴
史
資
料
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

・ 

本
事
業
の
調
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
巻
末
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・ 

本
年
度
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
八
坂
神
社
及
び
京
都
新
聞
社
、
公
益
財
団
法
人
函

谷
鉾
保
存
会
、
公
益
財
団
法
人
芦
刈
山
保
存
会
、
公
益
財
団
法
人
霰
天
神
山
保
存
会

よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

・ 

本
書
で
報
告
す
る
資
料
は
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
所
蔵
「
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
文
書
」

と
『
京
都
滋
賀
新
報
』、『
日
出
新
聞
』、『
京
都
日
出
新
聞
』
所
載
の
記
事
及
び
芦
刈

山
町
文
書
、
一
力
亭
（
杉
浦
家
）
資
料
の
目
録
で
あ
る
。

・ 

資
料
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
別
に
凡
例
を
掲
げ
て
い
る
。

・ 

本
書
の
執
筆
・
編
集
は
、
村
上
忠
喜
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）
と
村
山
弘
太
郎
（
京

都
外
国
語
大
学
准
教
授
）、
今
中
崇
文
（
京
都
市
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
技
師
）、

谷
川
穣
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
が
行
い
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
事

務
局
と
安
井
雅
恵
（
京
都
市
文
化
財
保
護
課
美
術
工
芸
・
民
俗
文
化
財
係
長
）・
福

持
昌
之
（
京
都
市
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
技
師
・
主
任
）、
今
中
崇
文
（
京
都

市
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
技
師
）
が
補
佐
し
た
。

・ 

本
事
業
は
、
文
化
庁
の
令
和
六
年
度
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
（
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
）
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
「
祇
園
祭
の
文
化
遺
産
総
合
活
性
化

事
業
」
の
一
部
で
あ
る
。
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ま
え
が
き

村
上　

忠
喜

本
年
度
で
、
こ
の
事
業
も
一
段
落
を
迎
え
た
。

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
金
を
受
け
、
公
益
財
団
法
人
祇
園

祭
山
鉾
連
合
会
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
本
事
業
も
五
年
間
の
期
限
付
き
で
あ
っ

た
た
め
、
今
春
い
っ
た
ん
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
蔓
延
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
本
事
業
は
、
上
半
期
に
は
ほ
と
ん
ど
調
査
も
で
き
な
い

状
況
が
続
き
、
よ
う
や
く
一
昨
年
か
ら
新
た
な
資
料
発
掘
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ

ろ
で
、
調
査
者
の
感
覚
と
し
て
は
、
い
よ
い
よ
本
番
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
が

致
し
方
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
間
、
各
保
存
会
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
新
た
な
資
料
の

発
掘
が
進
ん
だ
こ
と
は
喜
び
で
あ
っ
た
。

第
五
集
と
な
る
本
書
に
は
、
山
鉾
連
合
会
所
蔵
文
書
か
ら
『
自
昭
和
七
年
七
月
一
日

至
同
昭
和
十
二
年
七
月
（
六
月
十
四
日
）
祇
園
山
鉾
連
合
会
記
録　

其
二
』
の
翻
刻
と

解
題
、
そ
し
て
明
治
時
代
の
く
じ
取
り
式
・
く
じ
改
め
関
連
記
事
新
聞
記
事
を
掲
載
し

た
。
ま
た
文
書
目
録
と
し
て
は
、「
芦
刈
山
町
文
書
」
目
録
と
「
一
力
亭
（
杉
浦
家
）

資
料
」
目
録
を
掲
載
し
た
。

本
年
度
の
調
査
で
見
出
せ
た
資
料
群
は
他
に
も
あ
る
が
、
そ
の
整
理
や
翻
刻
は
追
い

つ
い
て
い
な
い
。
各
町
内
に
眠
る
山
鉾
関
係
の
資
料
は
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
汲
め
ど
も
尽
き
な
い
深
い
井
戸
と
格
闘
す
る
か
の
ご
と
き
気
に
も
な
る

が
、
一
方
で
山
鉾
行
事
の
近
代
の
輪
郭
が
徐
々
に
は
っ
き
り
し
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
途
半
ば
で
は
あ
る
が
、
何
と
か
継
続
し
て
い
く
必
要
性
を
以

前
に
増
し
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

最
後
に
、
大
変
な
忙
し
さ
な
の
か
で
調
査
準
備
の
便
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
祇
園
祭

山
鉾
連
合
会
事
務
局
や
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
保
存
会
な
ど
関
係
者
の
方
々
に
篤

く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


